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県の普及啓発・広報事業の取組みについて 

 

１ 県のたより 

 

発行日 タイトル 発行部数 

H19. 6 「個人住民税の納税額が変わります」  約333万部 

H19.12 「かながわの水源環境の保全・再生をめざして」 〃 

H20. 4 「県民活動を支える補助制度がスタート」 〃 

H20. 5 「超過課税で施策を推進しています」 〃 

H20. 8 「水源環境の保全・再生をめざして」 〃 

H20.11 「水の源を守っています」 〃 

H21. 1 「みんなで守ろう！水源環境」 〃 

H21. 6 「超過課税を活用して事業を推進！」 〃 

H21. 8 「豊かな水を守るために！」 〃 

H22. 1 「平成22年度市民事業等支援補助制度補助対象事業の募集」（予定） 〃 

 

 

２ その他広報誌 

発行日 タイトル 発行部数 

H19. 6 企業庁発行「さがみの水」に記事掲載  約100万部 

H19. 7 神奈川県生活水保全協会機関紙「生活水かながわ」に記事掲載  不明 

H19.10 足柄上地域県政総合C発行広報誌「あしがらの風」に記事掲載  約1,000部 

H20. 3 神奈川県中小企業団体中央会機関紙「商工神奈川」に記事掲載 1,250部 

H20. 3 藤沢商工会議所広報誌「PRESS」に記事掲載    3,500部 

H20. 3 神奈川県商工会連合会広報誌「なるほど」に記事掲載 17,700部 

H20. 4 鎌倉商工会議所広報誌「かまくら会報」に記事掲載   2,400部 

 

 

３ テレビ・ラジオ 

(1) テレビ（TVK「コンシェルジュ神奈川」） 

放送日 タイトル 視聴者数（推定） 

H19.12.23 「かながわの水源環境の保全・再生をめざして」 約36万人 

H21. 3. 1 「私たちが守る、私たちの水源」 〃 

 

(2) ラジオ（FMヨコハマ「KANAGAWA MORNING CAGE」） 

放送日 タイトル 聴取者（推定） 

H19.12.22 「松沢成文県知事とのお話」 約23万人 

H21. 2.21 「水源環境を守るために出来ることについて」 〃 

 

 

４ 中学生水の作文コンクールに水源環境賞を新設（平成20年度） 

   平成20年度は水の作文コンクールに821編の応募があり、水源環境賞を４編選出 

   平成21年度は応募総数520編、水源環境賞を３編選出 

参考資料 
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５  県内の高校生を対象としたインターンシップ等に水源環境の出前授業をエントリー 

 

 

６  ホームページ 

 平成20年９月 

・ ホームページ「かながわの水源環境の保全・再生をめざして」を再構成し、より分かりや

すく親しみの持てるデザインに変更するとともに、平成19年度の事業実施状況を掲載 

 

平成21年４月 

・ かながわブランディングサイト「かながわスタイル」で水源環境保全・再生施策を紹介。

（小学生向け）８月にピックアップされる。 

 

 平成21年５月 

・ 市民活動に対する財政面以外の支援の一環として、活動支援情報を集約したページ「水源

環境を守る市民活動 情報館！」を創設 

 

（参考）アクセス数：20年８月 775件（リニューアル前） 

            20年９月1,024件（リニューアル後） 

 

 

７  イベントにおけるパネル展示 

(1) 平成19年度 

・  宮ヶ瀬フェスタ  

 春の陣 来場者数 15,400人 

 夏の陣   〃  12,800人 

 秋の陣   〃  11,100人 

 冬の陣   〃   積雪のため中止 

・  相模湖ダム祭り ７月 

・  秦野市里山祭り ２月 

・  かながわの水資源展 

  会場名 横須賀会場 相模原会場 横浜会場 川崎会場 

実施場所 ショッパーズプ

ラザ横須賀 

２階センターモ

ール 

小田急相模大野

駅南北自由通路 

新都市プラザ 

そごう地下２階 

正面入口前 

川崎多摩合同庁

舎１階ホール 

開催日 ７月19日(木) 

 ～20日(金) 

７月26日(木) 

 ～27日(金) 

８月１日(水) ８月６日(月) 

 ～７日(火) 

来場者数 

(前年度) 

744人  

(853人) 

1,046人  

(1,040人) 

891人  

(952人) 

1,108人  

(1,088人) 

全会場合計 来場者数 ３，７８９人(前年度３，９３３人) 

１日当たり 来場者数   ５４１人(前年度  ５６２人) 
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(2) 平成20年度 

・  宮ヶ瀬フェスタ  

 春の陣 12,000人 

 夏の陣  2,500人 

 秋の陣  9,000人 

 冬の陣  5,000人 

・  相模大ぜき施設見学会 ８月 来場者数：約1,000人 

・  横浜インターナショナルスクール 

・  第６回水源環境保全・再生かながわ県民フォーラム ２月 

・  かながわの水資源展 

 横須賀会場 相模原会場 横浜会場 川崎会場 

開催場所 ｼｮｯﾊﾟｰｽﾞﾌﾟﾗｻﾞ横

須賀 ｾﾝﾀｰﾓｰﾙ 

小田急相模大野駅 

南北自由通路 

新都市プラザ 

(そごう地下２階入口前) 

川崎市多摩区総合

庁舎１階ﾎｰﾙ 

開催日 ７月22日(火) 

  ～23日(水) 

７月24日(木) 

 ～25日(金) 

８月１日(金) ８月６日(水) 

 ～７日(木) 

来場者数 

(前年度) 

962人  

(744人) 

1,015人  

(1,046人) 

1,107人  

(891人) 

940人  

(1,108人) 

全会場合計 来場者数 4,024人 (前年度3,789人、前年度比＋235人) 

１日当たり 来場者数 約575人 (前年度 541人、前年度比＋ 34人) 

 

(3) 平成21年度（７月現在） 

・  宮ヶ瀬フェスタ 春の陣 

 

 

８ 寄付金 

・  リーフレットを作成し（約9,000部）、県機関等に配架 

・  法人二税申告書を入れる封筒に寄付金のお願い文を掲載（県内約20万社） 

 

 

９ 出前懇談会 

(1) 平成19年度 

９回開催、参加延べ人数254人 

(2) 平成20年度 

２回開催、参加延べ人数111人 

(3) 平成21年度（７月現在） 

１回開催、参加人数15人 


